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2017年度  ワークショップ活動 

 

DV ワークショップ 相談員研修会 

 

開催日    2017 年 10 月 17 日～30 日 

会場     青森市（青森市男女共同参画プラザ「カダール」）、 

盛岡市（一般社団法人 GEN-J）、 

仙台市（レインボーアドヴォケイト東北） 

南三陸町（みやぎジョネット） 

 

講師     スーザン・アームストロングさん 

教育学修士、ブリティシュ・コロンビア州公認クリニカルカウンセラーで、

カナダ精神衛生協会プリンスジョージ支部の理事です。トラウマ分野のセ

ラピスト、クリニカルスーパー・バイザー、研究者、コミュニティ指導者と

して 20 年以上の経験があり、この 7 年間、トラウマと精神衛生の分野で非

営利のプログラムを運営してきました。また、性的虐待に対応するチームを

立ち上げ、コミュニティ全般の性的虐待の治療を実施する計画を作り、実施

し、若者の性的搾取に関する研究を行い、さまざまな大学でも教えています。 

 

研修概要   青森市男女共同参画プラザは、DV や子育ての相談事業を行っていて、研修 

会は、２９年度の都市宣言記念月間事業として、年度初めから、事業計画に

記載されていた。青森県の男女共同参画センターでは、数年前に研修会を開

催したが、市の主催は今回はじめてであった。３０年度には、プラザと同じ

建物に市役所が耐震改修中、仮住まいに来ることになっているので、市役所

の各部局向けに、女性や子どもに対する暴力を中心に２日間、１日は LGBT

関係の研修を行って欲しいとの依頼があった。 

盛岡市の GEN-J は、主に若年女性や子どもの支援を行っている団体で、大

学生などの支援を行う若い人々への研修を希望していた。毎年、岩手県、岩

手県教育委員会、盛岡市、盛岡市教育委員会の後援を得て開催している。 

仙台市の研修会では、LGBT に対する暴力とその対応を中心に行ったが、

研修には、宮城県内のみでなく、遠く大阪、青森、熊本からの参加者もあり、

日本ではまだまだ不十分なこの研修の必要性を改めて認識させられた。 

南三陸町の研修会は、一年ぶりであった。研修会場の周辺が整備され、会場

自体が間もなく移転するとのことであったが、近くには生活に必要なもの

は何もなくなり、昼食を離れたコンビニに買いに出かけなければならない

など、まだまだ不便なことが多かった。参加者には、複数回の参加者もあっ
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たが、赴任してきた看護師など新しい人の参加も多く、２日目には、大正琴

のチームが参加して演奏も披露された。 

 

※この DV ワークショップ相談員研修会は「連合・愛のカンパ」による助成を受けました。 


